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議事録番号 

提出 2026 年 3 月 23 日 

 

会合議事録 

 

研究会名：角度分解非弾性散乱分光研究会 

日  時：2026 年 3 月 18 日 

場  所：名古屋大学 ES 総合館 2階 ES023 および ZOOM 

出席者：（議事録記載者に下線） 

（現地）乾雅祝 塩見淳一郎 萬條太俊 松村武 中埜彰俊 澤博 志賀拓磨 

Anilkumar Chirag 福井宏之  

（オンライン）Alfred Baron 櫻井吉晴 小池真司 松本崇博  

 Nagaraju Narayanam 木村耕治 山本健太郎 渡辺巌 筒井智嗣 中

島陽一 生田大穣 小島正道  石井悠衣 Jens Stellhorn  

 Yujun Zhang Nicolas de Souza 石川大介 黒澤昌志 増野いづみ 

福田竜生 嶺潤子 小野晃生 鎮目邦彦 首藤靖幸 

      計 33 名 

 

議題： meV-IXS を用いた研究成果や情報の共有 SPring-8-II アップグレード期

間中の活動について 今後の研究ニーズや新規ユーザー開拓について 第 8期研

究会について 

 

議事内容： 

研究成果等の情報共有については、6名の方にご講演いただいた（詳細は添付資

料 1参照のこと）。 

SPring-8-II アップグレード期間中の会員の活動は「論文執筆・データ解析」が

主で、続いて「国内外の他施設（放射光施設以外も含む）での実験」を行うとの

動向であった。本研究会の活動に対しては「装置開発」に対する期待が多く、研

究会内においてどのような装置や技術が必要かについて議論を深め、施設側に

フィードバックしていくべきとの提案があった。SpRUC に対しては、「理論・シ

ミュレーション研究者との交流」を促進していただきたいとの意見が多かった

（添付資料 2参照のこと）。 

研究ニーズ開拓については、電子デバイスの熱管理において、フォノン物性の理

出来る限り、以下の様式に沿った議事録を作成下さいますようお願いいたします。 



解が求められていることが挙げられた。特に、量子コンピューティングデバイス

制御においては、極低温でのデバイス中でのフォノンの挙動を理解したいとい

うニーズがあるとの意見があった。そのような実験が可能となる整備を進めて

ほしいとの要望があった。物理に詳しくない研究者にとって meV-IXS はハード

ルが高いと感じられがちであるが、未だ利用したことのない研究者は施設スタ

ッフの手厚いサポートがあることを知らない。このことを周知する必要がある

との意見があった。研究会での内容は多岐にわたっているため、meV-IXS に興味

を持っている研究者のリストを作成し、各分野に応じた個別の研修会・相談会な

どを並行して実施していくのが良いのではないかとの意見があった。 

第 8 期研究会の代表として、現副代表の塩見氏が、新副代表として中島氏が就

任することとなり、挨拶があった。 

  



添付資料 1 研究会プログラム 

 

 

  



添付資料２ 会員アンケート結果 

 

 


